新城志塾について
新城志塾とは
奥三河の若手起業家によるコミュニティです。
若手起業家における課題は様々です。
資金が少ない中どのように事業を軌道に乗せるか、相談できる仲間がいない、ネットワークが貧弱なため業界の情報が手に入らない、今やっていることが本当に合っているのかわからない、など。
こういった様々な困りごとを低価格で解決することを目指しているコミュニティ作りをしています。

プレゼン大会と新城志塾との関係
プレゼン大会と新城志塾の大きな違いは「サポート範囲」です。
プレゼン大会は「事業計画の練り直しから、発表まで」。
新城志塾は「ビジョンの実現まで」。

プレゼン大会の参加者の利用例で言えば、発表した内容を実現させるために毎月定期的に集まり、報告しアドバイスをもらいながら事業を前に進めています。また、プレゼン大会時では構想段階であったが、実際に動き始めてみたら「ちょっと違うかも？」ということも多々あります。そういった場合はもう一度ビジョンから事業を見直し、事業プランの軌道修正を行っています(＝PDCAサイクルを回す)。それをまた実際に行動して、アドバイスを受けながら修正するというものです。

毎年、プレゼン大会の参加者を招待しておりますが、参加、不参加は自由となっております。





	
	プレゼン大会
	新城志塾

	サポート範囲
	事業計画を練り直しから、発表まで。
	ビジョンの実現まで。

	期間
	９月〜１２月の短期間
	１月〜１２月（１年ごとに更新）

	料金
	無料
	会費21,600円(税込)　
【2160円/月×10ヶ月、食事付き】

	目的
	事業計画のブラッシュアップ
プレゼンスキルの向上
支援者の獲得
	事業のPDCAサイクルを回す
相互扶助による事業の進展
事業計画のブラッシュアップ

	運営
	アグリホリック、ボランティア
	アグリホリック



活動内容

活動内容を一言で表現すれば、月一回の定例ミーティングによって「他の参加者に尻を叩いてもらって事業を加速させる」です。

具体的には次の３点です。
・参加者は事業の進捗を報告。
・課題や困りごとを相談。
・マイルストーンを設定して、次回までの宿題を作る。

参加者がお互いの事業のことを想い、親身になっていろんな指摘をしてくれます。

当然たくさんの指摘を受けます
そういうのが嫌な人は新城志塾とマッチングしないかもしれません。

プレゼン大会までの事業計画の練り直しの際も、たくさんの指摘を受けるので、それと同様の内容のことが新城志塾でも行われます。
プレゼン大会参加者は、新城志塾への参加を考える際の目安の一つにしていただければと思います。


その他の活動情報は
・月に１回開催（2016年は2月～11月の計10回を予定）
・会場は鳳来館
・時間は夜7時くらいから開始予定（平日の予定です）

メンバー
メンバーは、毎年１回１月に募集をかけています。

２０１４年大会参加者である、山田、紙谷、石井。
２０１５年大会参加者である、西田。
主催者の安形。

合計５名のメンバーで活動しています。

活動実績

・月一の定例ミーティングによる

・2016年1月に地元の若手を集めて新年会を開催

2016年9月より地域の篤志家の方からの資金調達を開始し、今後講師などを呼びながら勉強会や視察などを行っていく予定です。
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